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Abstract 
 

The finger tips of an undetermined species of Alpheus (Alpheidae) are recorded from the 

Shukunohora Facies of the Akeyo Formation (Early Miocene: Burdigalian), the Dainichi Formation 

(Early Pleistocene: Gelasian) and the Nakoshi Formation (Early Pleistocene: Calabrian). The occur-

rence of the Shukunohora Facies extends the geologic range for Alpheidae of Japan back to the Early 

Miocene (Burdigalian). 
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1. はじめに 

 

テッポウエビ科は種の多様性が著しく，600 種以

上の現生種が知られているが（De Grave and Fran-

sen, 2011），化石記録は未だ少ない．小林ほか

（2008）は，愛知県田原市の中部更新統渥美層群

豊橋層（約 0.34 Ma）から"Alpheus" sp. として鉗脚

可動指先端の標本を報告して以来，日本の中部

更新統～上部更新統，北アメリカの上部漸新統，ヨ

ーロッパの中新統，エジプトの上部更新統から同

様な指節先端が見出され，Hyžný et al.（2017）で化

石記録が総括された．その後，Lima et al.（2020）は，

ブラジルの中新統から指節先端を報告すると共に

再び化石記録を総括し，Cluzaud and Ossó （2022）

はフランスの下部漸新統から，Kapur et al.（2022）, 

Amal et al.（2025）はインドの下部中新統から指節

先端を報告した． 

瑞浪市化石博物館収蔵資料（MFM）の検討の結

果，仲尾次層（前期更新世），掛川層群大日層（前

期更新世），瑞浪層群明世層宿洞相（前期中新世）

から新たにテッポウエビ類の指節先端の化石を見

出したので記録したい． 
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なお，テッポウエビ科の指節先端の化石は，Lima 

et al.（2020）および Schweitzer et al.（2023）の中で，

広義のテッポウエビ Alpheus 属に包括することとなっ

た．本報告でも，これにならいテッポウエビ科の指節

先端の化石をテッポウエビ属の未定種 Alpheus sp. 

として取り扱うことにする． 

 

2. テッポウエビ属の未定種 Alpheus sp. の 

追加標本 

 

追加標本： 

MFM9185. 岐阜県瑞浪市日吉町宿洞（Fig. 1.4）

（=Loc. 58: 糸魚川, 1980; Karasawa, 1992）. 瑞浪

層群明世層宿洞相（前期中新世）． 

MFM9239-1–7. 岐阜県瑞浪市日吉町本郷口（Fig. 

1.2）（=Loc. 90: Karasawa and Kobayashi, 2025）.  

瑞浪層群明世層宿洞相（前期中新世）． 

MFM9240-1–13. 岐阜県瑞浪市日吉町あかつき洞

（Fig. 1.1）（=Loc. 12: 糸魚川, 1980; Karasawa, 

1992）. 瑞浪層群明世層宿洞相（前期中新世）． 

MFM9241-1–7. 岐阜県瑞浪市釜戸町荻ノ島（Fig. 

1.3）（=Loc. 07: 糸魚川, 1980; Karasawa, 1992）. 

瑞浪層群明世層宿洞相（前期中新世）． 

MFM142118-1–4. 静岡県掛川市本郷（Fig. 1.5）

（=Loc. C05: Karasawa, 2023）. 掛川層群大日層

（前期更新世）． 

MFM142006-1–23. 静岡県袋井市宇刈（Fig. 1.6）

（=Ukari: Karasawa and Kobayashi, 2025）. 掛川

層群大日層（前期更新世）． 

MFM142007. 沖縄県名護市仲尾次（ Fig. 1.7 ）

（=Loc. C13: Karasawa, 2023）. 仲尾次層（前期更

新世）． 

備考：第 1 図に Alpheus sp. の産地を示す．産

地 9，10，11 は，Hyžný et al.（2017）の化石記録の

総括中で取り扱われた産地である．なお，Hyžný 
et al.（2017）の Fig. 2 中にある東北日本にプロット

された産地 12 は誤りで，本報告中の産地 9 の地

点にプロットするのが正しい．また，産地 8 は，安

藤ほか（2017）の増田層の産地で，Hyžný et al.
（2017）以後，本報告に至るまで忘れられていたた

め追加した． 

Hyžný et al.（2017）以後，日本の Alpheus sp. は，

中期更新世が最古とされてきた．しかし，瑞浪層群

明世層宿洞相からの産出は，テッポウエビ類の化石

記録が前期中新世（ブルディガラ期）まで遡ることを

示す． 
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第 1図．テッポウエビ属の未定種と産地．化石の画像はMFM9241-3（不動指）を除き，すべて可

動指．地形図は，国土地理院地図を使用した． 

Fig. 1. Selected images of Alpheus sp. and map showing fossil-bearing localities. Images of Al-

pheus sp. are dactyli except for MFM9241-3 (fixed finger). The map is derived from the Geo-

spatial Information Authority of Japan (http://geolib.gsi.go.jp/). 
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